
スイッチ 

ルータ RVS4000-JP とスイッチ SG300-10P-JP との接続設定例 

（テキスト版） 

 

ONUに接続したルータ RVS4000-JP とマネージドスイッチ SG300-10P-JP との 

接続設定例（動作確認済み） 

 

１． 設定前の準備 

 

マネージドスイッチの電源がオフの状態で、ルータの LAN コネクタとマネージド 

スイッチの LAN コネクタを LANケーブル（カテゴリ５以上）で接続します。 

 

マネージドスイッチの LAN コネクタと設定する PCの LAN コネクタを LANケー 

ブルで接続します。 

 

設定する PC（本例では Windows７）に、あらかじめ FindITをインストールしてお 

きます。 

 

マネージドスイッチの電源をオンにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． 設定画面の表示 

 

PCにてインターネットエクスプローラを開き、FindITのスイッチに表示されて 

いる装置（ホスト名：デフォルト名）を選択します。 

 

 

 

 

FindITが有効なインターネットエクスプローラ画面 

 

上記の画面において、FindIT内のスイッチ下のホスト名を選択します。選択する 

ことにより、以下の画面が表示されます。 
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ログイン画面（初期表示時は英語） 
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３． ログイン 

 

上記の画面において、ユーザ名とパスワードを入力（はじめてログインするとき 

はユーザ名、パスワードとも cisco）します。 

 

続いて、Languageのプルダウンで日本語を選択後、ログインを選択します。ロ 

グイン選択後、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

ログイン画面（日本語モード切替時） 
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４． スイッチの処理待ち 

 

上記の画面でログインすることにより、以下に示すログイン処理中（データ 

処理中）の画面が表示されますので、完了を待ちます。 

 

 

 

スイッチがデータ処理中に表示される画面 

（100％処理完了で次に操作する画面に移ります。） 
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 ５．パスワードの変更 

 

はじめてスイッチにログインしたときには、必ずパスワードの変更が求められ 

まで、以下の画面でパスワードの変更を行います。 

 

 

 

パスワード変更画面 

 

上記の画面において、新しいパスワードを生成します。パスワードが複雑な 

ほど、パスワード強度メーターのグラフは右側に表示が伸びます。 
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入力後、適応を選択すると、再びデータ処理中画面が表示され、パスワードの 

変更が完了すると以下の画面が表示されます。 

 

 

 

スイッチ設定（はじめに）画面 
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６．デバイス IPアドレスの変更 

 

はじめにという画面において、初期セットアップのデバイス IPアドレスの変更を 

選択します。選択すると以下の画面が表示されます。 

 

 

 

IPｖ4 インタフェース設定画面 

 

上記の画面において、スイッチの IPアドレスをダイナミック（ルータからの DHCP 

設定）か、スタティック（固定設定）かを選択し、スイッチの IPアドレスを決定し 

ます。 

 

なお、ダイナミック、スタティックのどちらとも他の機器と IPアドレスの競合はし 

ないように注意してください。 
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以下に、IPアドレスをスタティックとした場合の設定画面を示します。 

 

 

 

上記の画面の例は、スイッチの IPアドレスはスタティック、デフォルトゲートウ 

ェイはルータを設定しています。設定を適応する場合は、IPアドレスを今すぐ 

更新の有効をチェックし、適応を選択します。 

 

適応を選択すると、データ処理中の画面が表示され、適応完了後に元の画面 

に戻ります。 

 

この状態でのスイッチは、ほぼスイッチング HUB と同等の状態です。必要に応 

じて、種々の設定を行ってください。 
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